
（第三種郵便物認可） ２０１９年８月１５日大阪歯科保険医新聞 （５、15、25日発行）（２）

第５回理事会

署名３万筆達成へ奮起呼びかけ

持
参
物

　

「
持
参
物
の
準
備
が
間
に

合
い
そ
う
に
な
い
の
で
、
午

後
か
ら
は
休
診
に
し
て
、
患

者
さ
ん
に
は
予
約
を
変
更
し

て
も
ら
う
し
か
な
か
っ
た
」

―
―
。
こ
う
し
た
話
は
め
ず

ら
し
く
な
い
。
個
別
指
導
で

求
め
ら
れ
る
持
参
物
を
め
ぐ

り
、
ほ
と
ん
ど
の
歯
科
医
が

同
じ
状
況
に
追
い
込
ま
れ

る
。

　

個
別
指
導
に
選
ば
れ
る

と
、
厚
生
局
か
ら
指
導
日
の

１
週
間
前
と
前
日
の
午
前
中

に
連
絡
が
来
る
。
１
週
間
前

に
は
20
人
、
前
日
に
は
10

人
、
合
わ
せ
て
30
人
の
患
者

が
指
定
さ
れ
、
患
者
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
カ
ル
テ
や
Ｘ
線

フ
ィ
ル
ム
、
情
報
提
供
文
書

　

参
議
院
選
挙
で
は
、
自
民

党
が
10
議
席
を
減
ら
し
単
独

過
半
数
に
も
届
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
自
民
、
公
明
、
維
新

の
改
憲
勢
力
は
３
分
の
２
の

議
席
を
割
り
込
み
ま
し
た

が
、
安
倍
首
相
は
選
挙
結
果

を
受
け
、「
国
民
の
信
任
を

得
た
」
と
し
て
改
憲
に
執
念

を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

選
挙
後
の
共
同
通
信
の
世

論
調
査
で
も
現
政
権
下
で
の

改
憲
に
つ
い
て
56
％
が
反
対

し
て
お
り
、
性
急
な
改
憲
の

動
き
は
容
認
で
き
な
い
と
い

う
民
意
が
示
さ
れ
と
い
え
ま

す
。
安
倍
首
相
は
「
３
分
の

２
割
れ
」
と
い
う
審
判
を
重

く
受
け
止
め
る
べ
き
で
す
。

　

選
挙
中
の
世
論
調
査
や
出

口
調
査
で
も
、
改
憲
や
消
費

税
増
税
、
社
会
保
障
抑
制
策

な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
民
意
と

政
権
与
党
が
目
指
す
政
策
に

は
、
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

戦
後
２
番
目
と
い
う
投
票

率
の
低
さ
は
、
安
倍
首
相
の

独
裁
的
な
政
権
運
営
に
対
す

る
国
民
の
諦
め
感
や
無
力
感

の
現
れ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

政
府
に
は
、
国
民
の
受
療

権
と
地
域
医
療
を
守
る
責
任

が
あ
り
ま
す
。
国
民
・
府
民

が
必
要
な
歯
科
医
療
を
享
受

す
る
た
め
に
は
、
生
活
の
向

上
と
社
会
保
障
の
充
実
が
必

要
で
す
。
現
在
、
協
会
が
取

り
組
ん
で
い
る
「
保
険
で
良

い
歯
科
医
療
を
」
署
名
は
、

▽
患
者
さ
ん
の
窓
口
負
担
を

下
げ
る
、
▽
保
険
の
効
く
歯

科
医
療
の
範
囲
を
広
げ
る
こ

と
を
通
じ
て
、
歯
科
医
療
の

拡
充
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

協
会
は
国
民
・
府
民
の
受

療
権
と
会
員
の
権
利
と
生
活

を
守
る
た
め
に
、「
保
険
で

良
い
歯
科
」
署
名
を
力
に
診

療
報
酬
の
引
き
上
げ
や
社
会

保
障
の
充
実
を
訴
え
る
と
と

も
に
、
消
費
税
増
税
中
止
を

求
め
ま
す
。
大
阪
で
は
「
都

構
想
」
と
「
カ
ジ
ノ
」
を
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
、
維
新
政
治
の

転
換
の
た
め
の
引
き
続
き
力

を
尽
く
し
ま
す
。

　

社
保
研
究
部
は
、
社
保
講

習
会
を
７
月
27
日
に
開
き
、

84
人
が
参
加
し
た
。
保
団
連

が
発
行
し
た
『
歯
科
保
険
診

人
の
場
合
」
を
算
定

で
き
る
ケ
ー
ス
を
紹

介
し
た
。

　

今
後
の
講
習
会
予

定
は
３
面
行
事
案
内

参
照
。

療
の
研
究
２
０
１
８
年
４
月

版
』
と
厚
労
省
か
ら
発
出
さ

れ
た
疑
義
解
釈
を
も
と
に
、

基
本
診
療
料
、
医
学
管
理
料

と
在
宅
医
療
を
解
説
し
た
。

社
保
講
師
団
が
講
師
を
務
め

た
。
よ
り
理
解
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
、
今
シ
リ
ー
ズ
で
は

症
例
を
含
め
て
解
説
に
努
め

て
い
る
。
全
３
回
シ
リ
ー
ズ

の
１
回
目
。

　

基
本
診
療
料
と
医
学
管
理

料
で
は
、「
実
地
指
」
の
対

象
疾
患
の
追
加
や
医
管
と
総

医
の
違
い
な
ど
、
18
年
改
定

で
変
更
と
な
っ
た
箇
所
や
間

違
い
や
す
い
解
釈
を
解
説
し

た
。

　

在
宅
医
療
で
は
、
算
定
の

基
礎
と
な
る
建
物
の
考
え
方

で
あ
る
「
同
一
」
と
「
単

一
」
の
違
い
に
つ
い
て
詳
細

に
解
説
。
単
一
建
物
で
複
数

の
場
合
で
あ
っ
て
も
、「
１

の
写
し
、
技
工
指
示
書
、
歯

科
衛
生
士
の
業
務
記
録
な
ど

16
項
目
に
も
の
ぼ
る
持
参
物

が
課
せ
ら
れ
る
。

　

し
か
も
、
カ
ル
テ
の
指
定

期
間
は
、「
初
め
て
医
院
を

受
診
し
た
日
以
降
」
と
さ
れ

て
お
り
、
長
期
に
継
続
し
て

管
理
し
て
い
る
患
者
の
場

合
、
５
年
以
上
遡
る
こ
と
も

ま
れ
で
は
な
い
。
カ
ル
テ
に

付
随
す
る
Ｘ
線
フ
ィ
ル
ム
の

添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
情
報
提
供
文
書
な
ど
は
、

そ
れ
だ
け
で
も
膨
大
な
量
に

な
る
。

　

ち
な
み
に
、
歯
科
で
使
用

さ
れ
て
い
る
「
レ
セ
コ
ン
」

の
ほ
と
ん
ど
は
「
電
子
カ
ル

テ
」
で
は
な
く
、「
カ
ル
テ

作
成
補
助
機
能
付
き
レ
セ
プ

ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
で
し
か

な
い
。
本
来
は
、
カ
ル
テ
と

し
て
の
電
子
保
存
は
認
め
ら

れ
て
い
な
い
た
め
、
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
し
て
保
存
し
て
お

く
の
が
原
則
だ
。
現
場
で
は

電
子
カ
ル
テ
に
見
立
て
た
運

用
が
多
く
見
ら
れ
る
た
め
、

患
者
指
定
を
受
け
た
１
週
間

前
と
前
日
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
す
る
の
が
実
態
だ
。

　

ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
な
ど
に
詰

め
て
、
や
っ
と
の
思
い
で
準

　

協
会
は
７
月
13
日
に
第
５

回
理
事
会
を
開
き
、「
保
険

で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実

現
を
求
め
る
」
請
願
署
名
の

推
進
や
参
議
院
選
挙
対
策
、

今
後
の
執
行
体
制
な
ど
に
つ

い
て
討
議
し
た
。

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
」
署

名
の
推
進
で
は
、
協
会
で
３

万
筆
、
理
事
会
で
７
５
０
０

筆
の
目
標
達
成
へ
向
け
、
会

員
訪
問
も
行
っ
て
き
た
。
矢

部
あ
づ
さ
副
理
事
長
が
「
会

員
の
誰
も
が
賛
同
で
き
る
内

容
で
あ
り
、
理
事
先
頭
に
会

員
訪
問
に
取
り
組
ん
で
欲
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

参
議
院
選
挙
対
策
で
は
、

候
補
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
自

民
、
立
憲
民
主
、
共
産
、
国

民
の
候
補
者
か
ら
回
答
が
あ

り
、
機
関
紙
で
紹
介
し
た
。

討
議
の
中
で
、
憲
法
９
条
を

狙
う
改
憲
勢
力
に
３
分
の
２

以
上
の
議
席
を
占
め
さ
せ
て

は
い
け
な
い
と
の
呼
び
か
け

が
あ
っ
た
。

　

理
事
会
前
に
な
ん
ば
髙
島

屋
前
で
核
兵
器
廃
絶
の
「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
」
署
名
、「
安
倍

９
条
改
憲
Ｎ
ｏ
！
３
０
０
０

万
人
」
署
名
に
取
り
組
ん

だ
。「
保
険
で
良
い
歯
科
」

署
名
の
街
頭
宣
伝
は
９
月
、

10
月
、
11
月
の
各
理
事
会
前

に
も
、
な
ん
ば
髙
島
屋
前
で

予
定
し
て
い
る
。

　

執
行
体
制
で
は
、
副
理
事

長
の
管
掌
担
当
や
理
事
の
専

門
部
配
置
な
ど
を
決
め
た
。

備
し
、
持
参
し
て
も
、
実
際

に
は
指
導
の
時
間
で
す
べ
て

の
持
参
物
を
調
べ
る
わ
け
で

は
な
い
。
２
時
間
の
個
別
指

導
に
こ
れ
ほ
ど
の
量
が
必
要

な
の
だ
ろ
う
か
。

　

厚
生
局
は
明
言
し
な
い

が
、「
必
要
な
持
参
物
だ
け

を
求
め
る
と
、
被
指
導
者
が

指
摘
事
項
を
予
知
で
き
る
か

ら
で
は
な
い
か
」
と
の
見
方

ま
で
あ
る
。
仮
に
そ
う
で
あ

る
な
ら
、
本
来
「
教
育
的
」

で
あ
る
は
ず
の
指
導
の
あ
り

方
が
、
す
で
に
歪
ん
で
い
る

こ
と
に
な
る
。

　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
▽
30

人
分
全
て
を
１
週
間
前
に
通

知
す
る
こ
と
、
▽
プ
リ
ン
ト

す
る
期
間
に
つ
い
て
指
導
を

行
う
連
続
し
た
２
カ
月
分
や

１
年
以
内
に
限
定
す
る
こ
と

―
を
要
望
し
て
い
る
。

 

（
つ
づ
く
）

全
３
回
シ
リ
ー
ズ

参
議
院
選
挙
結
果
受
け　

小
澤
理
事
長
が
談
話

社
保
講
習
会
始
ま
る

改
憲
勢
力
３
分
の
２
を
阻
止

18
年
改
定
の
間
違
い
や

す
い
点
を
わ
か
り
や
す

く
解
説
す
る
安
積
氏

＝
７
月
27
日
、
Ｍ
＆
Ｄ

ホ
ー
ル

歯周病専門医教育機関の教育
プログラムが充実しているイ
エテボリ大学（加藤雄大先生
ご提供）。世界中から希望者
が集う
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真
紀
子

スウェーデンの専門医制度

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
イ
エ
テ
ボ
リ
大
学

（
写
真
）
で
、
２
０
１
７
年
に
歯
周
病
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
専
門
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

終
了
（
３
年
間
）
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
歯
周

病
学
会
よ
り
歯
周
病
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
専
門

医
と
し
て
認
定
さ
れ
た
、
福
岡
市
・
北
欧

歯
科
の
加
藤
雄
大
先
生
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
専
門
医
制
度
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
。
以
下
に
そ
の
内
容
を

ま
と
め
る
。

専
門
医
制
度
の
歴
史

専
門
医
制
度
の
歴
史

　

歴
史
を
遡
る
と
１
９
３
８
年
頃
に

は
、
困
難
な
外
科
、
補
綴
症
例
を
専

門
的
に
扱
う
公
立
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
や

矯
正
治
療
を
専
門
に
行
う
歯
科
医
師

が
存
在
し
た
ら
し
い
。
教
育
制
度
が

確
立
し
た
の
は
１
９
８
４
年
で
、
口

腔
外
科
、
補
綴
、
矯
正
、
歯
内
療

法
、
歯
周
病
、
小
児
歯
科
、
歯
科
放

射
線
科
が
専
門
医
と
し
て
認
め
ら
れ

て
、
一
般
歯
科
医
（
Ｇ
Ｐ
）
と
棲
み

分
け
が
で
き
た
﹇
１
﹈。
そ
の
後
、

１
９
９
２
年
に
顎
顔
面
痛
専
門
医
、

２
０
１
８
年
に
口
腔
内
科
（
粘
膜
疾

患
な
ど
）
の
専
門
医
が
加
わ
っ
た
。

症
例
に
つ
い
て
の
口
頭
試
問
や
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
含
ま
れ
る
。

専
門
医
に
な
っ
た
ら

専
門
医
に
な
っ
た
ら

　

専
門
医
の
ほ
と
ん
ど
は
公
立
歯
科

医
院
で
勤
務
し
て
い
る﹇
３
﹈。
患
者

は
全
て
Ｇ
Ｐ
か
ら
の
難
症
例
（
新
分

類
の
歯
周
炎stage3

以
上
）
の
紹
介

患
者
で
あ
る
。
治
療
費
用
は
保
険
内

で
あ
っ
て
も
Ｇ
Ｐ
よ
り
高
い
の
で
、

患
者
は
症
状
が
治
ま
れ
ば
、
か
か
か

り
つ
け
Ｇ
Ｐ
に
戻
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
が
働
き
、
専
門
医
も
難
症
例
に
集

中
で
き
る
。
日
本
と
の
大
き
な
違
い

は
、
こ
の
連
携
と
線
引
き
が
は
っ
き

り
と
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
は
、
患
者
利
益
、
国
全
体

の
効
率
化
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　

一
方
、
専
門
医
制
度
の
弊
害
は
、

に
て
３
年
間
以
上
フ
ル
タ
イ
ム
の
研
修
を

受
け
る
（
口
腔
外
科
は
４
年
間
）。
イ
エ

テ
ボ
リ
大
学
の
歯
周
病
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
専

門
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、臨
床
実
習
、

論
文
抄
読
、
症
例
発
表
、
論
文
執
筆
の
過

程
が
あ
り
、
セ
メ
ス
タ
ー
毎
に
筆
記
試
験

で
試
さ
れ
る
。
卒
業
試
験
で
は
、
自
分
の

北欧の
歯科医療
最前線

リポート

⑬
part. 2

患
者
が
専
門
医
を
受
診
す
る
た
め
に
遠
方

か
ら
通
院
す
る
必
要
が
あ
っ
た
り
、
初
診

ま
で
待
つ
必
要
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
特

に
移
民
が
増
え
、
治
療
ニ
ー
ズ
が
増
え
て

し
ま
っ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
専
門
医
が

不
足
し
て
お
り
、
治
療
の
提
供
ま
で
に
か

か
る
時
間
が
非
常
に
長
く
な
っ
て
い
る
。

専
門
医
に
な
る
ま
で
の

専
門
医
に
な
る
ま
で
の

道
の
り　
　
　
　
　
　

道
の
り　
　
　
　
　
　

　

専
門
医
に
な
る
に
は
、
歯
科
医
師
と
し

て
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
後
、
最
低
２
年

間
一
般
歯
科
医
と
し
て
就
業
す
る
必
要
が

あ
る﹇
２
﹈。
そ
の
後
、
専
門
医
教
育
機
関

16項目もの持参物を
示す厚生局文書　　

準
備
に
追
わ
れ
休
診

２

の
「個別指導」

実相実相


